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藤沢市教育委員会臨時会（７月）会議録 
 
                   日 時  ２００５年７月２９日（金）午前９時３０分  
                   場 所  藤沢市総合防災センター６階 第１会議室    
 
 
１ 開 会 
２ 会議録署名委員の決定 
３ 前回会議録の確認 
４ 議題 
 (1)平成１８年度使用藤沢市立中学校用教科用図書の採択について 
①国語 
②書写 
③社会（地理的分野） 
④社会（歴史的分野） 
⑤社会（公民的分野） 
⑥地図 
⑦数学  
⑧理科（第一分野） 
⑨理科（第二分野）  
⑩音楽（一般）  
⑪音楽（器楽合奏）  
⑫美術 
⑬保健体育  
⑭技術・家庭（技術分野）  
⑮技術・家庭（家庭分野） 
⑯英語 

 
 (2)平成１８年度使用藤沢市立養護学校及び特別指導学級用教科用図書の採択について 
 
５ 閉会 
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出席委員 
    １番  小 野 晴 弘 
    ２番  數 野 隆 人 
    ３番  開 沼 佳 子 
    ４番  平 岡 法 子 
    ５番  川 島 一 明 
 
出席事務局職員 
 教育総務部長 林   良 雄 生涯学習部長 西 山 三 男 
 教育総務部担当部長 落 合 英 雄  
教育総務部参事 浅 木 良 一 生涯学習部参事 齋 藤   潔 
 教育総務部参事 飯 島 広 美 学校教育課主幹 桑 山 光 生 
 学校教育課指導主事 新屋敷 正 隆 学校教育課指導主事 飯 田 瑞 穂 
 学校教育課指導主事 三 森 孝 久 学校教育課指導主事 中 澤 正 子 
 学校教育課指導主事 吉 田 早 苗 学校教育課指導主事 高 石 佳久子 
 学校教育課指導主事 柚 原   章 学校教育課指導主事 上 條   茂 
 学校教育課指導主事 齋 藤 公 孝 学校教育課指導主事 岡   滝 男 
 教育文化センター指導主事 川 地 啓 文 教育文化センター研究主事 菊 池 洋 子 
 教育文化センター研究主事 佐々木   貴  
 書     記 小 島   隆 書     記 井 出 秀 治 
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午前９時３０分 開会 
開沼委員長 
 お待たせいたしました。ただいまから藤沢市教育委員会７月臨時会を開会いたします。 
 はじめに、本日の会議録に署名する委員は、１番 小野委員、４番 平岡委員にお願いしたいと思い

ますが、ご異議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
開沼委員長 
 それでは、本日の会議録に署名する委員は、１番 小野委員、４番 平岡委員にお願いいたします。 
 これより議題に入ります。 
 平成18年度使用 藤沢市立中学校用 教科用図書の採択について議題といたします。平成18年度使用藤
沢市立中学校用教科用図書の採択について、はじめに整理しておきます。 
 法令によりまして、義務教育用教科書は、基本的に、採択替えから４年間は、同じ発行者のものを採

択することとなっております。中学校については、平成13年度に採択替えしておりますので、本年度が
採択替え、つまり選び直す年度となります。 
 そこで、中学校用教科用図書については、「教科書目録」の中から一種目ごと、一発行者のものを協

議の上、採択することとなります。 
 私たち教育委員は、これまで教科書見本を常に手元に預かり、調査研究してまいりました。また、藤

沢市教科用図書採択審議委員会の審議を傍聴しておりますので、その審議過程も参考として、本日、協

議してまいりたいと思います。 
 それでは、中学校用教科用図書の採択についての協議に入ります。 
協議の方法ですが、例えば、国語という教科には、国語の教科書以外に書写の教科書もあり、それぞれ

選ぶことになっています。同様に社会という教科にも、社会の教科書以外に地図があり、これもそれぞ

れ選ぶこととなっています。教科の中を分けた言い方として、種目とこれを呼んでいますので、１種目

ごとに、協議していくこととします。 
 協議での議論が出尽くしたところで、それぞれ採択する発行者を合議で決定し、 
確認をもって採択するということにしたいと思いますが、ご異議ありますか。 
   (「異議なし」の声あり) 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 
 

【国 語】 

 
開沼委員長 
 それでは、国語から協議します。発行者は５者です。ご意見をお願い致します。 
數野委員 
 全社の教科書を並べて比較しますと、審議委員会で話題になっていましたが、今回の教育出版は、従

来の教科書の枠を超えた斬新で画期的な企画になっています。例えば、学年毎に各テーマを設けました

り、また、全体を３部構成にし、１部と３部が必修、２部が選択学習の形をとっています。第１部では、

「読む」こと、「話す・聞く」こと、「書く」ことの３領域毎に教材をまとめており、２部では、補充

と発展を、３部では言語・知識をということで、資料集や問題集まで教科書の中に入っており、参考書

のような編集の仕方で、非常に特徴的であることが挙げられます。 
川島委員 
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 確かに各者工夫されています。三省堂は、今までと同様、本編と資料編という形ですっきりしている

と思います。教材を厳選している感じがします。また基本的なことを本編でしっかり押さえ、資料編で

は色々なジャンルの作品を扱っているので、使いやすいのではないでしょうか。 

 
平岡委員  
 私は、子どもの読書離れということが、ずっと気になっていまして、読書の扱いを見てみましたが、

光村の特徴は「書く」領域の中に読書活動を入れている点です。読書紹介や読書記録など読書と結びつ

けたのは工夫だと思います。 
開沼委員長 
 ただ今、平岡先生より読書についてのお話がありましたが、光村は各学年に「本の世界を広げよう」

というページがあります。そこでは文学的な文章ではなくて、説明的文章が扱われているところがよい

と私は思います。また、その後に読書案内として、カラーで多くの本の表紙写真を載せ、手短に内容を

紹介し読書へ誘っています。読むことを書くことへつなぐページなど読書活動がさらに展開するような

工夫が随所にみられ、とてもよくできていると思います。各学校の調査資料には、光村は、音読に適し

た美しい文章が多い、三年生の読書教材に手ごたえのある作品が載せられている、生き方について考え

を深められるような作品が多いという意見がありました。色々なことを考えはじめる中学生には適して

いるのではないかと思います。 
取り上げられている作品などは、委員の皆様いかがでしょうか。 
平岡委員 
 光村は、読む領域がすばらしいと思います。色々なジャンルからバランスよく魅力ある作品が選ばれ

ていて、これぞ国語の教科書という感じがします。中学生の時に読んでおいて欲しい名作も収録されて

いますし、全体的に上質で作品の粒がそろっています。 
數野委員 
 教育出版は構成が斬新なだけでなく、作品としても新しいものが意欲的に取り入れられています。今

話題になっている「ガイアシンフォニー（地球交響楽）」の監督龍村仁の「ガイアの知性」を載せるな

ど、進歩的です。そうかと思いますと、夏目漱石の「永日小品」などの名作もあります。 
 しかし、文学の質と全体のバランスという点では、私は光村が優れていると思います。いみじくも平

岡委員が、これぞ国語の教科書と申されましたが、私もそれに近い感じを持ちました。 
川島委員 
 「読む」教材では三省堂もいい作品を集めています。質の高さではひけを取りません。繰り返します

が、本編と資料編のバランスもいいと思います。 
小野委員 
  「読む」領域は、やはり何といっても、国語科の中核をなすものですし、学習指導要領の中でも一番
多くの時間が当てられています。また、領域の考え方とは異なりますが、話すことや書くことが、他者

への発信をめざすのに対して、読むことは、最終的に自分の表現に生かすということがあるにせよ、や

はり自分の中へ取り込み、蓄積とか醸成といったことが大事になります。そういう意味でも、いつまで

も心に残るような魅力あふれるすぐれた作品をたくさん扱って欲しいと思いますね。 
 みなさんがご指摘のように光村、三省堂あたりですかねえ。 
開沼委員長 
光村と三省堂の意見が多くありましたが、この２者についてもう少しご意見をいただきたいと思いま
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すが、いかがでしょうか。 
川島委員 
 私は「書く」領域については、生徒が興味を持って取り組めるという点で、三省堂がよく工夫されて

いると思います。作文の時間に、机の上の原稿用紙と長時間にらめっこといった経験をお持ちの方は多

いのではと思いますが、「事典に挑戦」などは、悩むことなく文章を書く意欲が、引き出されるような

気がします。 
平岡委員 
 私は、常々本市の生徒たちには、学習能力は高く、また大きな可能性を秘めていると考えています。

そういう点で、国語でも、質の高い文学作品に触れて欲しいと思っています。「話す・聞く」「書く」

を含めたバランスからみても、光村がいいかなと思います。 
開沼委員長 
 私もバランスという点で光村が一番よいと思います。特に古典の扱いに魅力を感じています。扱いが

丁寧で、折り込みの図版も大変きれいですし、中学生に古典の世界に対する興味とあこがれをもっても

らえるのではないかと思います。 
他にいかがでしょうか。 
數野委員 
 現在、使っております三省堂の教科書は、基礎基本が定着して内容も厳選され、オーソドックスな作

りでありますが、光村図書は全体に渡って、良く整い、見やすく、かつ大部分が２段書きになっていて

読みやすい工夫が凝らされています。その上に、文学的教材の質が素晴らしいと思います。本市の生徒

たちの力なら、作品を絞り込んだ三省堂から一歩踏み込んで、光村の質の高い教材がこなせると思いま

す。 
小野委員 
  各領域の内容の扱い方や細かいこだわり、それと皆さんご指摘の文学教材の魅力など、おしなべて光
村を考えたいと思っています。 
開沼委員長 
  光村の声が多いようですが、川島委員いかがでしょうか。 
川島委員 
  結構です。 
開沼委員 
 それでは、皆さまの意見が一致したしましたので、国語は光村図書ということでご異議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
それでは、国語は光村図書を採択することといたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
【書 写】  

 
開沼委員長  
 次に書写について、協議します。発行者は６者です。よろしくお願い致します。 
平岡委員 
 私は書写といえば習字、しかも中学生は行書と思っていたのですが、学習指導要領によると「毛筆を
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使った書写の指導は各学年で行い、硬筆による書写の能力の基礎を養う」とありました。必ずしも、筆

で行書がすらすら書けるようにならなくてもいいんですね。そういう観点で見れば、私は三省堂がいい

と思います。審議委員会でもありましたが、「毛筆で硬筆の基礎を養う」という考え方のもとに硬筆の

書き込み欄を多く作って、生徒が自主的に学習できる工夫がされています。硬筆から入り、毛筆で確認

し、最後に硬筆に戻るというユニークな学習方法がとられています。 
數野委員 
 私は光村に魅力を感じました。光村は三省堂に比べて毛筆の行書が多く扱われています。楷書と対比

させ、違いを意識できるように工夫されています。日常生活では、筆を使う機会が極めて少なくなって

います。学校でも書写の時間だけですので、毛筆を大切にしたいと思います。 
川島委員 
 これは、審議委員会でも話題になっていましたが、書写では、私は三省堂の実際に時間を計って文字

を書かせるというページに感心しました。学習指導要領の指導事項の中に「読みやすく速く書くこと」

とあるのですが、文字を書く速さを変えて実際に書いたものを比べるという方法は、とても有効である

と思います。 
小野委員 
 これも審議委員会でも話題になっているのですが、学習指導要領による書写の時間は、１年が２週間

に１度程度、２・３年が１ヶ月に１度程度ということになります。少ない授業時間をいかに有効に使う

かと考えると、三省堂の書き込み式というのは生徒にとって使いやすいと思います。構えずにすぐ学習

に入っていけるという利点がありますね。光村もオーソドックスな書写の教科書という感じがして捨て

がたいのですが…。 
開沼委員長 
以前、中学校の先生に書写の時間を確保するのがとても大変だと伺ったこともあります。 
確かに国語の時間の中で、国語を勉強しながら書写やらなければならないのですから大変だと思います。

そのような状況を考えますと、私も三省堂の硬筆の書き込み欄の多さを評価したいと思います。 
數野委員 
 時間が少ないという現実はいかんともしがたいわけですから、その中で使いやすいものを選ぶと言う

ことになりますと、私の個人的な思いと異なりますが、やはり、皆さんが仰います様に三省堂が良いと

思います。 
開沼委員長 
 初めに平岡委員からありましたように、毛筆で硬筆の基礎を養うという観点と書写にあてられる時間

が限られているという点をふまえて、三省堂が支持されているようですが、いかがですか。 
 それでは、書写は、三省堂ということでご異議ありませんでしょうか。 
   (「異議なし」の声あり) 
開沼委員長  
 それでは、書写は、三省堂を採択いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
【社会 地理的分野】 

 
開沼委員長 
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 次に地理的分野の協議に入ります。発行者は６者です。ご意見をお願い致します。 
平岡委員 
 私は、地理的分野の学習への興味・関心を高めていくという観点から考えてみたいと思います。帝国

書院の教科書は、都道府県や国を調べるにあたって、そこに住む人々の生活の部分から導入されている

という点で、興味がわくのではないかと思います。次に日本文教出版は、国の形を動物などにあてはめ

たり、都道府県パズルを用いて関心を高めていこうという工夫が見られます。 
川島委員 
 同じ観点から申しますと、日本書籍新社については、毎時間ごとに、キャラクターを用い、その時間

に学習する「問い」が示されています。どのような学習を進めていくのかがわかりやすく、生徒の興味

がわくような工夫がされていると感じました。東京書籍は「一口エピソード」や「地理にアクセス」と

いうコーナーがあり、生徒の関心を広げていくために有効と思います。 
數野委員 
 今、キャラクターの話しが出ましたが、キャラクターについては、審議会でも触れられていました。

大阪書籍では手塚治虫さんの「鉄腕アトム」を登場させて、親しみやすくなっていますが、今の中学生

には少し古くなってなじみが薄くなっているキャラクターではないかと思います。また、興味・関心を

高めていくためには、資料の見せ方も重要な部分かと思います。教育出版は資料や図などが大きく扱わ

れていて見やすく、わかりやすいと感じましたし、巻末のペーパークラフトも素晴らしい発想で面白い

です。 
小野委員 
 みなさんがおっしゃたように各者とも、生徒の興味・関心を高めるためにいろいろな工夫をし、編集

されていると感じます。また、切り取って用いる地図やペーパークラフトのように立体的な物などにも

工夫が見られます。そういった点では６者とも優劣はつけがたいという印象を持っています。 
開沼委員長 
 私も、生徒の興味・関心という点で、６者ともそれぞれの良さを感じます。ただ、各学校からの調査

研究によりますと、帝国書院と日本書籍新社と東京書籍が各学校の実態に照らして評価を得ているとい

うことも参考にはなると思っています。さきほど、資料の扱いについてお話がありました。適切さや見

やすさという観点から資料等の扱いについてご意見をいただきたいと思います。いかがでしょうか。 
川島委員 
 東京書籍は、資料と活字のバランスがよく見やすいと思います。掲載されている資料、写真等も多く、

特に資料を活用する力や多角的な見方を育てるのに適していると思います。 
平岡委員 
 帝国書院も、多くの資料が掲載されていて地理的なことがらを多面的・多角的にとらえていくのに役

立つのではと思います。また、この多くの資料が見やすくまとめてあるなあという印象を持ちました。 
數野委員 
 先程も申しあげましたが、教育出版は資料・写真が大きく見やすい感じがします。また、審議委員会

でも出ていましたので、実際に確認してみましたが、トレーシングペーパーを用いるという工夫がされ

ています。大阪書籍は、資料の分量がとても多くなっていて、他の教科書よりページ数も豊富で、良い

と思いました。 
小野委員 
 帝国書院につきましては、様々な地図や写真や資料が豊富にのせられているなあと私も感じました。
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日本書籍新社や東京書籍についても同様の感想を持ちました。また、教育出版の工夫につきましても興

味を持ちました。この観点でも各者、見せ方等において、いろいろな工夫がされていると考えます。 
開沼委員長 
 これまでのところ、資料の適切さという観点からお話をうかがいましたが、さらに別の観点から協議

したいと思いますが、いかがでしょうか。 
數野委員 
 私は、教育出版も大変良いと思いますが、調査資料にも記載されています帝国書院の地域の特色のと

らえ方がより適切で、また、生徒が地域調べに出かけていく際に、具体例がわかりやすく挙げられてい

て参考になると思います。また、要所要所に「地理の見方ポイント」という囲みのコーナーがあり生徒

にとって参考になるのではと感じました。 
川島委員 
 同じ帝国書院ですが、「プラスα」こういう調べ方もやってみようというところでも、いろいろなと

ころから調べる視点が示されています。地域調べをする際に、調べるポイントがわかりやすく示されて

いるのは東京書籍にも感じます。審議委員会での話にもあったように、地域的特色をとらえる視点や方

法を身につけていく上で効果的ではないかと思います。 
平岡委員 
 私も、帝国書院について今皆さんが言われたことと同様の印象を持っています。また、日本書籍新社

では、地域調べの課題設定の仕方が生徒の視点に立っているなあと感じました。実際に地域調べの例と

して「行ってみたい県をしらべよう」で神奈川県が扱われています。県庁のある横浜市、神奈川県の農

産物等が取り上げられていて、身近に感じることができるのでは、と思いました。 
小野委員 
 学習指導要領の地理的分野の目標に「‥地域的特色をとらえるための視点や方法を身につけさせる」

とあります。地域的特色をとらえる視点等について意見を述べたいと思います。皆さんが取り上げてい

る帝国書院ですが、審議委員会でも話されたことですが、地域の特色をとらえる様々な視点や方法が示

されています。具体的な例が示されていて生徒が学習を進めやすいのではないかと感じました。 
開沼委員長 
 神奈川県が取り扱われているという点ですが、日本書籍新社だけでなく帝国書院も、川崎の工業地域、

人口過密な都市の例として横浜市を取り上げています。審議委員会でも話しがありましたので、私も見

ましたが、子どもたちにとって良いのではないかと思います。 
地域的特色をとらえる視点等についてご意見をうかがいました。この視点に関して、他にはよろしい

でしょうか。  
今までのところで多く取り上げられたのは、帝国書院、東京書籍、日本書籍新社の３者でした。この

３者に限ってもう少しご意見をいただきたいと思います。 
平岡委員 
 基礎・基本の定着に向けてという視点で見ますと、帝国書院では、「地理の技能を身につけられるコ

ーナー」が設けてあり、地理の基本的な技能が身につけていくのに役立つのではないでしょうか。 
川島委員 
 私も同じように思いました。さらに、日本や世界の略図の書き方もわかりやすくなっていると思いま

す。また、単元のまとめもわかりやすく配置されていて基礎・基本の定着に効果があるのではないかと

思われます。 
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數野委員 
 東京書籍は巻末に用語解説のページがあります。基本的なことをしっかり覚えるために有効ではない

かと思います。日本書籍新社の「学習を整理しよう」ですとか「だいじなことば」を取り上げて基礎的

事項がつかみ易くなっているとは思いますが、総合的に見ますと私は帝国書院が良いと考えます。 
開沼委員長 
 そうですね。総合的に判断すると帝国書院はバランスが良いと考えます。 
他にはいかがですか。 
小野委員 
 ３者とも基礎基本の定着については、工夫がこらされていると感じています。基本的なことからさら

に発展させて学習を進めていくことは大事なことだと思います。基本的なことを押さえ、さらに生徒の

学習状況に応じて発展的な学習にも活かせるという点から考えると、みなさんが言われるように、帝国

書院の構成が活用しやすいと思います。 
 さきほども話題になりましたが、地域的特色をとらえる多くの視点が示されていて参考になりますし、

そこから個に応じた学習も進められます。基礎から発展へと結びつきやすいのではないかと感じていま

す。 
開沼委員長 
 様々な視点からご意見をいただいてきましたが、帝国書院の教科書についての声が多かったと思いま

すが、よろしいでしょうか。他にご意見はありませんか。 
 それでは、地理的分野につきましては、帝国書院でご異議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
開沼委員長 
 それでは、地理的分野につきましては帝国書院を採択いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
【社会 歴史的分野】 

 
開沼委員長  
 次に、社会の歴史的分野の協議に入ります。発行者は、８者です。教科書展示会の際にいただいた市

民方々からのご意見・ご感想の殆どが、歴史の教科書に関するものでございました。より慎重に話し合

いたいと思いますので、よろしくお願いいたします。では、ご意見をお願いいたします。 
數野委員 
 社会科はどの分野も発行者数が多く、その上、中学校の歴史の教科書は国の内外で色々な立場の大勢

の方々が何が真実か、真実が記載されているのか等について、非常にホットな課題として取り上げ、活

発に議論されています。委員長のお話しにもありましたが、市民の皆さんも教科書に対する最大の関心

事は歴史についてであります。藤沢市としてどの教科書を選ぶかにあたっては、いかなる視点から選ん

だのか、その理由を他教科以上にはっきりとさせ、我々各人がはっきりと意志表示しなければならない

と考えます。その様な訳でどういう視点で選んでいくのか、まずは、最初のアプローチとして、子ども

たちが「これから歴史を学ぶんだ」といった時に教科書をすぐに開きたくなるようなものはどれかと思

ったのですが、その点に関しては、全社とも甲乙つけがたいと思います。次に、教科書の使い方につい

ての説明は全社が取り上げていますが、歴史とは何ぞやというイントロダクションを載せている教科書
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はと見ますと、東京書籍、清水書院、帝国書院、扶桑社でありました。各社とも表現形は多少異なりま

すが、いずれも史実を知るだけに留まらず、過去のことが何らかの形で現在に繋がっている。或いは過

去の人々の営みを知って、これからの社会をより良くする道筋を考えるために、また、国々や人との関

わりで起こったことを考え、かつその謎解きをするですとか、過去の人がどんな風に生きてきたかを学

ぶことであるという様な点をあげています。史実から学ぶ大切さが述べられていて、いずれも評価でき

ます。 
平岡委員 
 私は、昨年採択した小学校の教科書もそうでしたが、本当に教科書が綺麗になったことに驚いていま

す。歴史の教科書も目で歴史を追いかけるといった感じがしまして写真の多さ、美しさ、大きさに感心

いたします。教育出版が図表や資料が見やすいなあと思いましたが、審議委員会でも話が出ていました

ように、清水書院は本当に写真・図版が多いと思いました。大阪書籍は大きくて見やすく編集してあり

ます。それだけに図版などの数は少ないようですが、これも子どもたちにとっては、よい事ではないか

と思います。帝国書院が図版を綺麗にみせるように紙の質も考えているように思います。また、図版と

本文がつながるように作ってあって、とても見やすいし、使いやすいように思います。帝国書院の関連

で印象をさらに言いますと、タイムスリップというコーナーが１枚の絵からその時代が考察できるとい

うことがおもしろい工夫だなと感じました。 
川島委員 
 私も印象から述べさせていただきますが、今タイムスリップというのが出ましたが、似たようなもの

では、日本文教出版の各項目にタイムトラベル学習も、目で見て資料を確認し、イメージをふくらませ

るように、工夫していると思いました。また、日本書籍新社は、章の始まりのページに、その時代の特

色のわかる写真や絵を大きく載せていて、興味を引きましたし、扶桑社の歴史のものさしも年代を視覚

的に捉えるのにいいと思いました。 
 視点が変わってしまいますが、東京書籍は、「わたしたち歴史探検隊」と言うコーナーで調べ学習に

つながるようにしているところが子どもたちに学習の指針を示している感じがします。 
數野委員 
 調べ学習の話しが出ましたが、調べ学習の資料で大事な物の一つに私は、年表があると思います。歴

史の学習において、歴史上の出来事を通してきちんと学ぶ環境を整えることは大人の責任だと感じてい

ます。歴史上の出来事を通してきちんと把握した上で、自ら調べその教訓を得ることが大切だと思いま

す。その点で、年表の表し方が重要な一つの要素だと考えています。歴史の流れをつかみ、世界で起こ

った事象と比べながら日本を捉えていくように構成されている年表という視点で見ますと、すっきりし

て見やすい東京書籍や清水書院だと思います。使い易いと言う点では、教育出版のもので、教科書を閉

じていても使える工夫はいいなあと思います。 
川島委員 
 私も史実から学ぶということが、大切なことと思います。今、世の中が注目しているこの中学校の歴

史教科書では、近現代史の史実で、何が真実かが問われている問題もあります。そうした背景からでし

ょうか、県の調査資料には、北方領土に関する記載事項等４つの事項についての調査が掲載されていま

した。私自身は、南京での出来事の表し方に注目してみました。南京事件について見てみますと、死者

の数などについても注釈で補足してあったり、歴史的事実が諸説あると言うものもあります。 
 事件の名称を比較しても、「南京事件」としているのが、東京書籍、大阪書籍、教育出版、扶桑社、

日本書籍新社、で、日本文教出版は、「南京虐殺事件」。帝国書院は、事件を付けずに「南京大虐殺」。
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清水書院は「南京大虐殺事件」としています。 
 いずれにしても、非戦闘員に対する殺害行為があったことを否定する教科書は全くないわけですが、

一つの事実を巡っての表現方法としていろいろではあります。 
 このあたりが、今世間の注目になっていると思う訳なのですが、どのように評価していけば良いので

しょうか。 
數野委員 
 私も先程申しあげましたが、川島委員がご指摘になりました歴史の事実がどのように記載されている

かは気になるところでありました。私は、第二次世界大戦の扱い、太平洋戦争の扱いはどうかなと思っ

て、そのあたりを見ますと、名称ですが、太平洋戦争と記載しているのが、東京書籍、大阪書籍、教育

出版、日本文教出版、日本書籍新社であります。太平洋戦争（アジア太平洋戦争）と記載しているのが、

清水書院、帝国書院。大東亜戦争と記載しているのが扶桑社でした。 
 この戦争は世界大不況下で、各国が市場の獲得を目指して、経済上の争いが顕著になって起こったと

いう時代背景があります。欧米の列強をはじめとして海外市場を広大に獲得している国々、遅れて近代

国家を形成し、まさに市場の拡大を目指そうとしている日本、イタリア、ドイツ等の国々、また、先進

国家に市場とされ、植民地化された国々やされようとしている国々とのからみがあります。その様な訳

ですから、太平洋戦争としている会社の多くが、注釈等で、大東亜戦争と日本政府が呼んだことや大東

亜共栄圏の説明を記載しています。扶桑社は、これを中心に記載しており、注釈等で、太平洋戦争とい

う用語についても説明していますが、各社で表現が異なっていました。 
平岡委員 
 史実については、南京の出来事をひとつとっても、殺害を行った側と、された側、殺害があったこと

を戦後知らされた者など、その背負う立場でいろいろに解釈も入り、難しい問題だと思います。痛い思

いをした場合も、片方が、「身体が触れただけ」ということもありますし、片方は「殴られた」という

こともあります。「わざとやったのではない」いや「わざとだ」ということで、もめることもあります。

こうした立場の違うそれぞれが、一つの史実を巡って、その解釈と、考え方をどのように持っているの

か、その背景に何があるのかをも、分析しながら、多面的多角的に歴史を考えていけることが重要なよ

うに思えるのです。 
小野委員 
 私は、基本的に、歴史的事象の表記方法に差異はあっても、検定を通っている教科書ですので、どれ

が採択されても問題ないと考えています。我々教育委員は、教科書見本が届いた５月から、これまでの

間、精力的に各種目の調査研究を行い、藤沢の子どもの実態や、保護者や地域の方々、そして市民の方々

の願いを把握し、また、審議委員会でも審議し答申をいただいて、この場に臨んでいるわけです。です

から、採択での協議は、歴史的分野の学習の目標や内容を学習指導要領に立ち戻って考えることが大切

です。また、藤沢の子どもたちの教育にとってという視点も大切です。 
 そこで１つ目として、学習指導要領なのですが、目標としては、「我が国の歴史の大きな流れと各時

代の特色を世界の歴史を背景に理解させ」ることが前提として重要になります。 
 先ほど話題になった部分の学習内容としては、「昭和初期から第二次世界大戦の終結までの我が国の

政治・外交の動き、中国などアジア諸国との関係、欧米諸国の動きに着目させて、経済の混乱と社会問

題の発生、軍部の台頭から戦争までの経過を理解させるとともに、戦時下の国民の生活に着目させる。

また、大戦が人類全体に惨禍を及ぼしたことを理解させる。」とあります。 
 ２つ目はこうした意味で、世界大恐慌やそれに関連した農業恐慌、昭和恐慌といった、昭和初期の状



 12

況から、都市部や農村部をはじめとした社会問題の発生、こうした問題解決として日本の選択したアジ

アを中心とした市場確保、軍部の台頭から戦争へと発展していく状況への教材として、藤沢の子どもに

とってどうあるべきかということ、これら２つのことが、協議の柱になるだろうと認識します。 
 私は、基本的に、アジア・アフリカにすでに大きな市場を確保していた欧米先進諸国、あとから確保

をめざした日本を含めた諸国、市場として経済的、政治的に国家としての自主決定権が失われ、支配さ

れる関係となっていた諸国等を世界の歴史の背景として理解できるよう学習し、その背景やそのそれぞ

れの諸国の立場に立った学習ができることが、学習指導要領にある「歴史的事象を多面的・多角的に考

察し公正に判断するとともに適切に表現する能力と態度を育てる。」ことに結びつくと思います。 
 ただし、学習指導要領には、「内容の取扱い」で「生徒の発達段階を考慮し、抽象的で高度な内容や

複雑な社会構造などに深入りすることは避けるとともに、各時代の特色を表す歴史的事象を重点的に選

んで指導内容を構成することにより、細かな知識を記憶するだけの学習に陥らないようにすること。」

とされており、大きく時代を把握し、多面的・多角的に考察する学習を保障することが重要であること

を意識しておきたいと思います。 
開沼委員 
  話の方向が、教科書採択の場として何を視点に話し合うかになっているようですが、小野委員がおっ
しゃったように、歴史分野における学習の目標、学習指導要領に立ち戻り、また、藤沢の子どもたちの

教育と言う視点で、引き続きご意見をいただきたいと思います。 
平岡委員 
 まず子どもたちが歴史の流れを教科書でつかむために、教科書をすらすらと読めることが大切なこと

と思います。そして、読んだだけでおおよそ内容をつかむことが出きるものが良いのではないかと考え

ます。文章として、平易な文で簡潔に分かりやすいという点では、教育出版や東京書籍、日本書籍新社

ではないかと思います。また、扶桑社は、物語風な文章で読みやすい工夫がされていると思います。 
數野委員 
 確かに読みやすさは、教科書の大切なポイントと思います。歴史は用語が難しいので、読みやすいよ

うにルビが多い教育出版や清水書院の工夫もいいと思います。また、分量的には、一つの時代に偏るこ

となくまんべんなく適量で書かれているという点では、わたしは東京書籍が良いように思います。 
川島委員 
  史実をどのように伝えるか、その時代を生きたものの知る事実と、教科書の編集方針とのかねあいが
あるように思います。私は、その意味で、文末表現も読み手にとっては大切だと思います。「非難され

た」というような表現より「非難されました」というほうがやわらかく感じられます。藤沢の子どもた

ちには敬体で書かれた教科書をと考えます。東京書籍、大阪書籍、教育出版、帝国書院が敬体で書かれ

ておりました。 
小野委員 
 私は、先ほども述べましたが、史実を学ぶことは、大切とは思いますが、あまり細かい文言にこだわ

ることなく、学習指導要領の内容にある、大きな歴史の流れをつかむことや、身近な地域の歴史を調べ、

歴史の学び方を身に付けさせることに主眼をおいて、藤沢の子どもたちの実態から、教科書を見ていく

必要が有るように思います。 
 藤沢の子どもたちは、個人差はあるものの、主体的に調べ学習をしているようです。そうすると、調

べ学習について、詳しく書かれている帝国書院や東京書籍がいいように思います。 
開沼委員長 
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 調べ学習という点から意見を述べさせていただきたいと思います。確かに、歴史の流れを大きくとら

えていること、自ら学ぶという観点で工夫があることなどが、歴史学習にとって大切だと思います。各

社共に導入に当たる巻頭のページや特設ページに様々な創意・工夫をしており、目を見張るものがあり

ます。なかでも、帝国書院のオリエンテーションのページは、調べ学習に関してとても丁寧な扱いを感

じますし、東京書籍の「テーマをきめよう」で始まり、「調べる→まとめる→発表する」と言う流れは、

学び方を学ぶという点でわかりやすいと思いました。 
 ひと通り、全員の意見が出そろったと思います。私の方で、今、印をつけながら伺っておりますと、

８者とも何らかのご意見がでて、それぞれの良さについて語られていると思います。もう少し協議して

いきたいと思いますので、ご意見をお願いします。 
小野委員 
 今、第一印象から、調べ学習、そして資料についてと協議してきていますが、調べ学習と一言で言い

ますが、この学習には、不思議に思うこと、推測すること、それらについて調べてみること、その内容

について人にわかりやすく発表することができることが大切になってきます。こうした学習の中で、子

ども同士が関わり合いを持って学びあうことが大切で、そのようなことができる授業構成が重要になり

ます。生徒が自ら、歴史の大きな流れが捉えられたり、まとめられるような、調べ学習についてのサポ

ートができるような観点から協議していくとよいと思います。 
平岡委員 
 章末のまとめで年表や地図を使って歴史の流れや位置関係が整理できる面で、日本書籍新社が好感持

てます。 
川島委員 
 藤沢の子どもたちの実態として、主体的に調べ学習に取り組むことが多いようなので、実際に地域を

調べるという点で見ると、地域を調べる方法が具体的に書かれている点で、前にも言いましたが東京書

籍は具体的な事例を示していてわかりやすいように思います。また、日本文教出版も「身近な市や町か

ら」ということで地域を扱っていますし、教育出版も「ご近所調査隊」というコーナーで地域を調べて

いく方法を具体的に示していて、わかりやすいと思います。 
數野委員 
  私も学び方を学ぶと言う点で、とてもわかりやすく説明している帝国書院の「オリエンテーションホ
ール」はとても良いと思いますが、東京書籍は、学習方法の提示の仕方に工夫があり、開沼委員長が話

されていたとおりわかりやすいと思います。 
開沼委員長 
 ここまで、藤沢の子どもたちの実態を踏まえ、どの発行者の教科書を採択するか、話が進められてき

ましたが、東京書籍の声が多く、教育出版、帝国書院、日本文教出版、日本書籍新社のご意見も出てい

ます。 
平岡委員 
 先ほど触れなかったのですが、学び方を学ぶという視点が取り上げられている点で私もすばらしいと

思っていますので、東京書籍がいいと思います。 
小野委員 
 調べ学習の大切さについては、皆さんの考えと同じです。藤沢の子どもたちが、歴史の大きな流れを

つかみ、基礎基本を身に付け、さらに発展的な学習、とくに自ら調べ、学び、関わり合いの中で、多面

的・多角的な考えが持てるようになるという目標に照らし合わせたとき、学習のテーマがしっかり明示
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されていることも大切な要素だと思います。テーマの明示、学び方の示し方、さらに、学習が進められ

るよう各章に「歴史を深める」ページがあり発展へとも結びつくよう構成されている東京書籍は私もい

いと思います。 
開沼委員長 
 東京書籍のご意見が多いようですが、限られた観点から協議したところがあるかもしれませんので、

総合的に見て、どの発行者のものを採択するか皆さんの意志を確認したいと思います。 
川島委員 
 わかりました。総合的にバランスの良い教科書として、私は、東京書籍は優れていると思っています。 
平岡委員 
 私も総合的にみて、東京書籍がいいと思います。 
數野委員 
 私も東京書籍が良いと思います。 
小野委員 
 私も東京書籍でよろしいと思います。 
開沼委員長 
 私も東京書籍がよいと思います。改めて確認いたしますが、歴史的分野は、東京書籍ということでご

異議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
ご異議ありませんので、歴史的分野は、東京書籍を採択することといたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
【社会 公民的分野】 

 
開沼委員長 
 次に、社会の公民的分野の協議に入ります。発行者は、８者です。ご意見をお願いします。 
數野委員 
 どの教科用図書も写真を多く使ったり、コラムを設けたりして生徒の興味関心を引きつけ、意欲を喚

起させる工夫が凝らされています。審議委員会でも話題に挙がっていましたが、東京書籍は経済の学習

に、「ハンバーガーショップの経営者になってみよう」という課題があります。中学生に身近なハンバ

ーガーショップを駅前のどこに開店させるかという課題に取り組むことにより、経済学習に無理なく入

っていける手法はとても良いと思っています。 
平岡委員 
 私は、やはり経済の学習で取り上げている「１００円ショップ」に目を向けている教科書に注目しま

した。１００円ショップはチェーン店の強みで、ここ数年どこでも見られるようになりました。日本書

籍新社は、発展的な学習の扱いで、１００円ショップから世界経済を見るという大きなテーマで問題意

識をもたせ、「安いから買い、簡単に捨てる」という大量消費型の暮らしについても考えさせています。 
小野委員 
 インターネットについては大阪書籍が「ネット社会とつきあうために」という見出しで、便利さとと

もに問題点についても取り上げています。インターネット社会の便利さと問題点、つまり光と影につい

ては情報教育を扱う技術家庭でも指導しますが、現代社会を扱うこの公民の中で取り上げることに意味
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があると思います。 
川島委員 
 身近といえば、生徒にとって興味関心のある芸能人やスポーツマンについて取り上げているものがあ

ります。帝国書院は、表紙の裏や本文中に私も知っているスポーツマン、芸能人の写真やアニメのキャ

ラクターが使われておりますのが、特徴であると思います。 
數野委員 
 身近な話題といいますと、最近テレビや新聞でも取り上げられています竹島や尖閣諸島、北方領土に

ついての記述がどうなのか調べてみました。北方領土についてはどの教科書でも取り上げられ、歴史的

な背景についても記載がありますが、最近テレビや新聞でも取り上げられている竹島と尖閣諸島を扱っ

ていますのは、東京書籍、大阪書籍、扶桑社の３者だけでした。 
 また、学習指導要領の公民的分野の目標に「国際平和の実現」があり、そのためには「領土、国家主

権、主権の相互尊重などを踏まえて理解させること」とあります。各発行者とも我が国の領土だけでな

く、自衛隊や、国旗国歌等についても言及しています。 
平岡委員 
 教育出版は「ともに暮らす」といった視点で、視覚障害者のための点字の入った防災マップや、外国

人のための四つの言語による防災マップが表紙裏にありました。身の回りのいろいろな物に点字を見か

けることが多くなり、バリアフリーという言葉もそのまま使われることが多くなりました。また藤沢市

にも多くの外国籍の方がいらっしゃいます。これからは「ともに生きる」という教育出版のサブタイト

ルが大事な視点になってくるように思います。 
開沼委員長 
 生徒が興味関心を引くであろう、身近な社会的事象や話題についてご意見をいただきましたが、それ

らを含めまして「生徒にとって適切な課題を設定しているか」という観点でご意見をいただきたいと思

います。 
小野委員 
 帝国書院は導入部分に「やってみよう」という具体的な投げかけがあります。考えるだけでなく、自

分で調べたり、作業したりすることにより解決していく課題がたくさん詰まっています。その中に、「環

境家計簿」があります。温暖化や京都議定書についてもていねいに取り上げていますが、実際の生活で

二酸化炭素の排出量を計算し、自分の生活を見直すきっかけにすることは「地球規模で考え、足もとか

ら行動する」上でとても重要なことだと思います。 
川島委員 
 多くの教科書が１時間見開き２ページという設定になっており、学習の見通しがつかみやすい構成に

なっています。その中で、教育出版は各タイトルの下に課題を投げかけています。学習の見通しを持つ

ことは、内容の理解につながります。 
平岡委員 
 東京書籍にも生徒に適切な課題が設定されています。「公民スキルアップ」という、ページ半分ほど

の課題ですが、「マナー川柳を作ってみよう」や「新聞を読もう」といった手軽にできる課題を全部で

１４カ所に配置し、本文のテーマにすんなり入っていける工夫がされています。 
開沼委員長 
 他にご意見はありますでしょうか。 
 これまでのご意見では、帝国書院、教育出版、東京書籍が多く出ていますが、次に、基礎基本という
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観点でご意見をいただきたいと思います。確かな学力を育成するためには基礎的・基本的内容を定着さ

せる必要があります。ご意見をお願いいたします。 
川島委員 
 教育出版は各章の終わりに学習のまとめがあります。問題形式で作られており、キーワードがあり、

とてもわかりやすくまとめられています。東京書籍も、章末に学習のまとめのページがあり、重要語句

を自分でまとめていくという形式を取っています。また、学習の振り返りを行うことで、何がわかった

か、どこがわからなかったか自分で気づくことができるというつくりになっていることも評価できます。 
小野委員 
 さきほど帝国書院の「やってみよう」について、生徒にとって具体的で適切な課題が示されていると

いう意見を述べましたが、この「やってみよう」は、学習のふりかえりにも使われていて、作業を通し

て重要な語句のまとめができていく構成になっています。基礎的基本的なことがらは、授業で習うこと

はもちろんですが、自分で学習する、いわゆる自学において定着が図られます。 
數野委員 
 私も帝国書院の教科書は「社会のワンシーンから」や「やってみよう」といった課題がたくさん取り

上げられていますし、「いまを見る目」などといったコラムは他の教科書に比べて断然多いという点で

引きつけられますが、やや雑然とした印象があります。あれもこれも盛り込んでみたいという気持ちは、

解らないではないのですが、生徒が授業で使うということと、復習として家庭で学習すると言う二面か

ら考えますと、使いにくいような気がいたします。そういった意味を考慮しますと東京書籍はすっきり

したつくりになっているように感じます。 
川島委員 
 追加したいのですが、教育出版も構成から考えると、見やすくわかりやすいつくりになっていて、生

徒は使いやすいと思います。また、教育出版と東京書籍は、学習資料に載っている日本国憲法に、とて

もていねいな「ことばの解説」があります。 
開沼委員長 
 私も教科書の構成や、課題の設定、基礎基本の定着の工夫などといったさまざまな観点から教科書を

見て、東京書籍と教育出版が良いのではないかと思います。 
 みなさんのご意見をお聞きいたしますと、東京書籍と教育出版の２者のご意見が多いようです。協議

した観点以外の要素も含めまして、総合的なご判断で、どの発行者のものを採択していくか、意思を確

認したいと思います。ご意見をお願いします。 
平岡委員 
 私は藤沢の生徒に合っているのはどの教科書かという観点から考えてみました。 
 藤沢の子どもたちは、知識欲が高く、総合的な学習のおかげで調べ学習の意識も高いので、東京書籍

のように、体験と知識のバランスのよい教科書が適しているのではないでしょうか。 
小野委員 
 確かに平岡委員のおっしゃる通り、東京書籍の教科書は、生徒が自分で学習していくことを意識して

作られており、生徒にとって使いやすい教科書ではないでしょうか。そのような意味でわたしは東京書

籍の教科書を推します。 
川島委員 
 私も東京書籍が良いと思います。 
數野委員 
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  私も総合的に考えて東京書籍が良いと思います。 
開沼委員長 
 私も、総合的に判断して東京書籍がよいと思います。 
 それでは、総合的な観点からご意見をいただいた結果、公民の教科書は東京書籍ということで、ご異

議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
開沼委員長 
 それでは、公民的分野は、東京書籍を採択することといたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
【地 図】 

 
開沼委員長 
 次に地図帳の協議に入ります。発行者は２者です。２者ということで、私も調査資料等とつきあわせ

ながら比較してみましたが、選択が難しいところです。ご意見をお願いします。 
川島委員 
 地図ではどのように表記・表現されているかというところが大事だと思いますが、図版の見やすさと

いうところでは、帝国書院のものがいいかなと思いました。色合いと文字のバランスがいいと言います

か、地図上にかかれている文字が見やすくなっていると感じました。調査資料にも、色づかいがわかり

やすいとありましたが、私も同感です。 
數野委員 
 資料として、索引が使いやすいという観点から教科書を見ますと、東京書籍の「索引図」がわかりや

すいなあと感じました。両者とも巻末に世界１９２ヶ国、各都道府県のデータが載せられています。そ

の項目が多いのは帝国書院です。どんなデータが必要で、どんなデータを選ぶのかという際には、より

多くのデータが整っている方が良いのではないかと感じます。 
平岡委員 
 私は手に取った感じが帝国書院の方が、表紙等も頑丈で、しっくりきました。長い期間使用すること

を考えると、大切なことだと思います。 
小野委員 
 図版の見やすさ、本のつくり等も大切な観点です。私は神奈川県や藤沢市に関連する箇所について見

てみました。帝国書院には、昼夜の人口密度や地価、通勤通学者の移動の様子、人口の増減率などの資

料図があります。東京書籍にも昼夜の人口、地価、通勤通学圏などの資料図があり、両者とも身近な資

料として活用できるのではと思います。 
開沼委員長 
 いろいろご意見をいただきました。帝国書院を評価するご意見が多いようです。各学校の調査研究も、

帝国書院の評価が高いようです。もう少し、両社の特徴についてご意見をいただきたいと思います。 
平岡委員 
 審議委員会でも出ていますが、東京書籍の世界各地の地図ですが、いま開いている場所が、地球儀上

のどこかを示す図が必ずページの右下にあります。生徒にとって親切なつくりになっているなあと感じ

ました。さらに、親切なつくりという点で言いますと、帝国書院の冒頭にある「地図の使い方」は、調
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べ学習を進めるにあたり役立つコーナーかと思います。どちらをと言われれば、帝国書院でよろしいの

ではと思うところですが。 
川島委員 
 両者の地図を見比べていておもしろい視点の地図と思ったのは、帝国書院に記載されている大陸から

みた日本の地図「東アジアと日本」です。このような視点から見ると、大陸とのつながりを歴史的また

空間的な広がりで理解するときに有効だと思いました。これだけではありませんが、私も、帝国書院だ

と考えます。 
數野委員 
 地図の活用の１つに日本と世界とのつながりを学ぶことも必要であります。帝国書院は、文字と図版

が見やすくまた、世界各地域の資料図のなかに「日本とのむすびつき」という資料があります。私は特

徴がより多いように思えます帝国書院が良いと考えます。 
小野委員 
 両者ともEUの加盟国拡大や環境問題など新しい世界の動きに対応した内容ですし、統計資料につきま
してもできるだけ新しいものにするようにしているようです。しかし、地図に親しみ、活用していくた

めに、地図の活用を促す「やってみよう」地図をみる視点を与えてくれる「地図を見る目」などが各地

図に記載されている帝国書院のものがいいのではないかと思います。 
開沼委員長 
 私も皆さまと同じ意見です。 
それでは、地図帳につきましては帝国書院ということでよろしいでしょうか。 
   (「異議なし」の声あり) 
開沼委員長 
 ご異議ありませんので、地図につきましては帝国書院を採択することといたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
【数 学】 

 
開沼委員長   
 次に、数学についての協議に入ります。発行者は６者でございますが、啓林館は２種類の教科書を作

っておりますので、７種類の教科書ということになります。 
それでは、ご意見をお願い致します。 
數野委員   
 昨年の国際的な二つの学力検査の結果から、学力低下の問題が大きくクローズアップされました。私

は、このことに関して、単なる知識の量の低下だけではなくて、思考力や応用力が十分に育っていない

のではないかと感じました。その原因として、学習意欲を高める工夫がされているかという点で教科書

を見てみました。どの教科書も工夫されていましたが、特に啓林館が、観察や操作、実験といった活動

を多く取り入れ、新しく学習する内容に興味を持って取り組めるようになっている点がよかったと思い

ました。 
川島委員   
 私も学習意欲の低下は気になります。興味を持って学習に向かうという点で教育出版では、各章の冒

頭で、身近な場面を写真やイラストで取り上げ、主体的に考えさせる活動を通して、その章を見通せる
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工夫がされていて良いと思いました。 
小野委員   
 今、みなさんがおっしゃるように学習意欲をいかに持たせるかという点は学校の先生方も一番気を遣

っているところだと思います。特にこの教科は、「おもしろそうだな」「やってみよう」と感じさせる

ことは何より大切で、この点では、各発行者とも意識して編集されていたと思いました。 
開沼委員長   
 そうですね。どれも工夫されていましたが、特に、学校図書が、作業や実験・調査等の課題が多く設

定されていて、子どもたちが興味を持って取り組めるのではないかと思いました。 
平岡委員   
 私は、東京書籍の導入部分で、見開き１ページで、ワークシート形式になっていて、体験や操作的な

活動を通して、その章の学習につなげられるように工夫されていて、とても使いやすさを感じました。 
開沼委員長   
 今までのところ、学習意欲を持たせる導入の工夫という観点において、お一人ずつご意見をいただき

ましたが、啓林館、教育出版、学校図書、東京書籍の４者について様々な工夫があり、よかったという

ことでよろしいでしょうか。 
それでは、数学の学習が楽しく進められ、基礎・基本がしっかり身につけていくことはとても大事な

点だと思いますので、この点についてのご意見をお願いいたします。 
平岡委員     
 私は、教育出版の章末にある「学習のまとめ」がとてもいいなと思いました。その章で学習した基礎・

基本的なことを１ページにまとめて整理してあり、学習内容を確認できるように、穴埋め式やチェック

欄があり、わかりやくまとまっていたと思いました。 
數野委員     
 基礎・基本の点から見ますと、私は教育出版と東京書籍がよいと思いました。平岡委員のご意見の他

にこの２者は、基本的な解答の代表例を「黒板形式」でわかりやすく示し、繰り返しの練習問題もたく

さん用意されていて、基礎・基本の定着が図れるのではと思いました。さらに、例題の後に「たしかめ」

のコーナーが設けられています。基本的な内容を確認した後に問題練習に進めるように構成されている

ところが、生徒にとって取り組みやすいように感じました。 
小野委員   
 私も東京書籍について同じように感じました。また、啓林館の例題に学習のポイントが書かれていて、

一目で何を学習するのかがわかるようになっている点は大変いいなと思いました。章末にある「基本の

たしかめ」で、学習した内容が身についているかを確認できるように、学習した項目とページが示され

ていて使いやすいなと思いました。また、本文中にも、復習のポイントを示してあり、繰り返し学習し

ながら基礎・基本が身につくよう工夫されていてとてもよいと思いました。 
開沼委員長   
 この観点について他にございませんでしょうか。 
先ほどの学習意欲の観点と、ただ今、ご意見をいただいた基礎・基本の定着という観点を通して、東

京書籍、教育出版、啓林館のご意見が多いようです。 
他の観点ではいかがでしょうか。 
小野委員   
 数学教育では、数学の知識や技能等を身につけさせるとともに、より広く事象を数理的にとらえ、考
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察する能力を高めながら、数学的な見方や考え方、処理する能力の育成を図るといったようなねらいが

学習指導要領にあります。数学的な見方や考え方のよさを味わうことができるようにするためには、学

ぶ過程で、数学的な見方や考え方を使うことによって、能率的に処理できたとか、簡単に表現できたと

か、事柄がすっきり分かるようになったとか、そういう機会を多く設けてあげることが必要です。見方

や考え方の育成という点から教科書を見てみると、東京書籍と教育出版で、各学年で多くの課題学習が

設定されていました。数学的な見方や考え方のよさを感じ取れる教科書として、優れているなと思いま

した。 
數野委員   
 数学は、単に問題を解いて答えを求めるということだけでなく、自ら調べて判断したり、ねばり強く

考えたり、考えたことを説明したりするといった思考力や表現力を養う教科だと思います。今、小野委

員が話された課題学習について、私も注目しました。県の調査結果にも示されていましたが、比較的多

くの課題学習を取り上げていたのは東京書籍と教育出版で、市の調査資料の中でも評価されています。 
川島委員   
 私も、学習した内容を深めたり広げたりできる課題が多く用意されている東京書籍と教育出版に魅力

を感じました。審議委員もふれていましたが、特に私は、教育出版のチャレンジコーナーが、大変、効

果的に課題学習が取り上げられていて、生徒たちが学習を進めながら、豊かな発想の広がりや数学のお

もしろさを実感できるように設定されていて、とてもいいと思いました。 
開沼委員長   
 新たに、考える力の育成といった観点でご意見をいただいていますが、これに関連した内容で他にご

ざいませんでしょうか。 
平岡委員   
 私も、学習を進めていく時に、学習内容に関連のある歴史的な話や文化的な話が取り上げられている

教育出版の数学ミニ辞典やチャレンジコーナーが、生徒の興味や関心を高めたり、考える力を育てたり

するのに有効であると思いました。 
小野委員   
 課題学習の取り扱い方について、東京書籍も、量や内容とも豊富に設定されていましたが、教育出版

は、生徒が授業で学んだ内容や考え方をさらに深められるような課題が多く設定されていました。これ

は、審議委員会の際にも述べられていましたが、藤沢の生徒たちは知的好奇心が強いということですか

ら、必要に応じ、取り組めるという点ではふさわしいのではないかと思います。また、巻末にある課題

は、１ページあるいは見開き１ページになっていて、すっきり見やすく使いやすいなと思いました。 
開沼委員長   
 他にご意見はありませんか。 
これまでのご意見を伺っておりますと、教育出版が、藤沢の生徒にとってふさわしいように思います。

私もみなさんのご意見と同じように、これまで協議してきた観点の中で教育出版が優れているのではな

いかと思います。 
それでは、数学は、教育出版ということでご異議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
開沼委員長 
  それでは、数学は、教育出版を採択することといたします。 

午前１１時１０分 休憩 
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÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 
午前１１時２０分 再開 

 
【理科 第一分野】 

 
開沼委員長 
 次に、理科の第一分野の協議に入ります。発行者は、５者です。ご意見をお願いします。 
川島委員 
 各発行者の編集や装丁についてですが、理科は特に写真や図版で、生徒の興味・関心を高めることが

大切だと思っています。その点で私は東京書籍・大日本図書・啓林館がすばらしいと思いました。 
數野委員 
 全体的なページレイアウトでは、私は教育出版が読みやすいと思います。ページがすっきりとしてい

て、行間が広く、文字ポイントも大きいのが特徴です。一方で学校図書は、情報がぎっしりと詰まって

いて、学習意欲をかきたて、手応えのある内容になっていると思います。 
小野委員 
 私は啓林館が他よりも版が大きいことに注目してみました。スペースが大きい分、写真やデータグラ

フが他よりも大きく見やすくなっています。また、下巻についている原子の切り抜きモデルなどは、中

学校ではよく生徒に手作りで作らせるものだと聞きました。 
平岡委員 
 全体的なバランスでは大日本図書もいいと思います。薄いグレーや水色の上に文字をのせ、目にやさ

しい工夫があります。 
開沼委員長 
 どの本もよくできていますね。 
 編集レイアウトや装丁についてご意見を頂きましたが、内容についてはいかがでしょうか。 
小野委員 
 平成１５年度の学習指導要領一部改訂で補充発展内容を扱うことが可能となりました。学力低下論争

も一時話題となりましたが、私は藤沢の多くの生徒たちは発展的な内容にも踏み込んでいける力が備わ

っていると思っています。今回の採択では、補充発展にどのような教材が使われ、どこまで踏み込んで

解説しているのかが注目すべき観点の一つだと考えています。 
 扱っている発展内容の数では、啓林館が最も多いようです。特に問題になっている「イオンの概念」

についてはどこも下巻でページを割いて、重点的に扱っています。ここは、各発行者の特徴がよく表れ

ていて、教育出版や大日本図書は基本的なことをしっかり扱い、学校図書は、見開きの資料として３ペ

ージを使ってかなり深い内容まで踏み込んでいます。啓林館はイオン化傾向を使って化学電池の原理を

説明しているのが特徴です。あまり踏み込みすぎると難しいし、かといって簡単すぎると現象の説明が

難しくなるわけで、私としては啓林館が、補充発展内容を大きなページサイズを有効に使って明快に説

明しており、適当じゃないかと思います。 
數野委員 
 学習指導要領の内容をどのような教材を使って説明するかの選択は理科学習には重要な点で、各発行

者が様々な工夫をしていることが良く解ります。審議委員会の審議によります、上巻の気体発生実験で

各発行者に違いが見られましたので、この箇所を比較してみました。 
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 まず、啓林館ですが、発展教材で身近なものを扱い、混ぜると危険なものに対する注意説明もしっか

り書いてあります。学校図書も胃腸薬やチョークなどを使った気体の発生などを扱い、生徒の自由研究

の意欲を高める工夫をしています。大日本図書では、ヘリウムやネオンなどあまり馴染みのない気体を

取り上げ、それらが身の回りでどんなことに役立っているかを説明しています。目に見えない気体に対

するよいアプローチの仕方を示唆しています。 
平岡委員 
 地球温暖化が問題になっていますよね。私はエネルギー資源の取り扱いについて、各発行者を比較し

てみました。大日本図書は原子力発電について使用済み核燃料の安全管理について強く主張しています。

また啓林館が原子力・火力・水力のそれぞれについての課題や問題をしっかり生徒同士で話し合わせる

工夫がされている点が良いと思いました。 
川島委員 
  2002年の小柴博士と田中耕一さんのノーベル賞ダブル受賞は、日本国民に大きな希望を与えたと思う
のですが、これまでの日本人受賞者をどう扱っているのかを比べてみました。科学分野での受賞者は９

名いられますが、その研究の中身まで一番しっかり取り上げているのは学校図書でした。大日本図書も

全員の顔写真入りで扱っています。藤沢では総合かがく展の開催など、理科教育に力を入れていますか

ら、特に将来ノーベル賞を受賞する市民を輩出することを希望するものです。 
開沼委員長 
 川島委員から総合かがく展のお話がでましたが、私も毎年かがく展の見学を楽しみにしております。

各発行者の巻末には自由研究に関する資料がたくさん載っています。 
特に大日本図書、啓林館の資料が豊富で内容も充実しているように思います。 
 大日本図書・学校図書・啓林館の意見が多いようですが、もう少し、内容についてご意見をお願いし

ます。 
小野委員 
大日本図書に藤沢市の太陽光発電パネルが写真で掲載されています。ただ、どの発行者も環境問題に

ついての説明は、たいへん丁寧に扱われていると思います。 
平岡委員 
 環境関係の科学コラムや取り上げている写真などからは、啓林館が一番力を入れているように感じま

す。例えば巻末資料にある循環型社会をつくるためのリデュース・リユース・リサイクルなどは環境問

題を扱うのに適した切り口だと思います。 
川島委員 
理科の授業に関心を持たせる工夫のひとつに、ＩＴ技術の扱いがあると思います。この点、各発行者

はどこも力を入れていますが、中でも、情報技術の説明については啓林館が詳しいと思いました。 
開沼委員長 
 他には何かご意見はありませんか。 
數野委員 
 私は、大日本図書と啓林館が、写真や図版の見やすさ、発展の内容の適切さを含め良いと思います。

二者択一ということになりますと、総合的に見て、啓林館が優れているのではないかと思います。 
川島委員 
 私も、同感です。 
平岡委員 
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 私も啓林館でよろしいと思います。 
小野委員 
 皆さんの言われるよう、私も啓林館でよろしいと思います。 
開沼委員長 
 啓林館というご意見がありましたが、ご異議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
 それでは、理科一分野は、啓林館を採択することといたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
【理科 第二分野】 

 
開沼委員長 
 次に、理科の第二分野の協議に入ります。発行者は、５者です。ご意見をお願いします。 
川島委員 
  編集のレイアウトや編集者の意図は、第二分野についても、各発行者の特徴が出ています。全体的な
印象として、学校図書は第一分野でもそうでしたが、説明や解説が詳しく、深く探究できる内容になっ

ているようです。また、単元毎に小学校で学んできたこととこれから学ぶことのつながりを図示して、

見通しをもった学習ができる工夫があります。 
 また、啓林館では、科学的な方法で問題解決していく構成が他社よりも明確に記されているようです。

「考えてみよう」という欄を設け、結果を整理する表を作らせるようになっています。学習指導要領に

沿って自ら問題を解決する態度を養ったり、科学的・総合的な見方や考え方を育てる工夫がこらされて

いる印象があるのはこの２者と思います。 
小野委員 
 第一分野でも話題になった補充発展内容のことですが、わたしは星空が好きで下巻の地球と宇宙の単

元をいろいろ見比べてみました。天体写真の美しさは東京書籍や啓林館がすばらしいですね。宇宙に関

する情報のコラムなど随所に最新の情報を挿入していておもしろかったのは、学校図書でした。 
平岡委員 
 大日本図書では障害をもった方たちでも、触覚を利用して点字を使う、視覚を利用して手話を使うな

ど、福祉的な学習に関連づけているところがとても良い工夫だと思いました。 
數野委員 
 私は、東京書籍や学校図書の図版はリアリティがありすばらしいと思います。東京書籍の循環器の説

明では実物大の心臓の絵があったり、眼球と繋がった大脳など中枢神経のイラストがあったりします。

学校図書では、全身に張り巡らされた血管の広がりの図が印象的でした。 
開沼委員長 
 先ほども述べましたが、藤沢市は子どもたちの自由研究がとても活発で、質も高いと思います。藤沢

らしい理科教育は、この自由研究にもあると思うのですが、どの発行者もこの事例を数多く巻末に掲載

しています。 
自由研究や環境教育などについてはいかがでしょうか。 
數野委員 
 自由研究の指導の例では、私は東京書籍の説明のしかたがおもしろいと思います。大きなテーマを提
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示、その例を簡単に説明し、「検索のキーワード」というところで、それに関する説明がある教科書の

ページを示しています。 
小野委員 
 理科の第２分野では、学習指導要領に謳う「自然への畏敬の念を育てる」ということに関わって、環

境教育や防災教育の部分で発行者の主張が読みとれます。 
開沼委員長 
 私はこの点では啓林館がよいのではないか思います。全体の編集で環境教育に力点を置いている様子

がよくうかがえます。上巻、序の部分は「環境とは何だろうか」という問いから始まって「生物どうし

のつながり」へと発展します。そして、下巻の「自然と人間」の単元で結んでいますが、「自然と人間」

では、なぜ“自然を大切にしなくてはならないか”という説明がとても丁寧です。最後に「人間は自然

の中で生かされている存在である」と締めくくっている点などが他の教科書とは違ってすばらしいと思

いました。 
他にはいかがですしょうか。 
平岡委員 
 私は、学校図書が、絶滅に瀕している自生のサクラソウを例にあげて、自然界が生物同士のかかわり

合いによって支えられていることを説明しているところが印象的でした。 
 また、啓林館が大きな写真や説明でニッコウキスゲの咲く尾瀬をとりあげ、「かけがえのない自然」

を教科書全体のテーマに掲げているのが印象的でした。全体的に、環境問題に関する最新の情報が幅広

く取り上げられており、編集者がかなり力を入れているように思います。 
開沼委員長 
 他には何かございますか。 
小野委員 
 啓林館は、第一分野でも原子モデルのカードがあったのですが、第二分野ではスペースビューという

立体工作の付録がついています。これは、内惑星の満ち欠けや四季の星座が移り変わる理由などを楽し

く学習できるものです。工作の好きな生徒には興味関心が高まると思われます。第一分野では、この発

行者が採択されました。第二分野でも、同じ編集方針の教科書にそろえた方が生徒も先生方にも使いや

すいように思います。 
數野委員 
 理科の授業では、第一分野・第二分野の教科書を交互に使って指導します関係から、編集方針や学習

の進め方が同じ教科書であった方が生徒や先生方にも戸惑いがなく、私は、同一出版社の啓林館の教科

書にした方がよろしいのではないかと思います。 
川島委員 
  先ほど私は、啓林館は科学的な方法で問題解決していく構成が他社よりも明確に記されている、と申
しましたが、これは第一分野、第二分野共通する優れた点だと思います。この点からも、第一分野、第

二分野を同じ発行者にそろえるメリットがあるように思います。 
開沼委員長 
 その他いかがでしょうか？よろしいでしょうか？ 
 皆さんのご意見は、ほぼ出尽くしたように思われます。ご意見をお伺いしますと、啓林館のご意見が

かなり多かったようです。 
理科の第二分野については、啓林館ということで、ご異議ありませんか。 
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   (「異議なし」の声あり) 
 それでは、理科 第二分野は、啓林館を採択いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
【音楽 一般】 

 
開沼委員長 
 次に、音楽一般について協議します。発行者は、２者です。ご意見をお願いします。 
數野委員 
 ２者しかありませんので、比較しやすいように思いましたが、各頁を見比べて見ますと、それぞれに

著作・編集のよさが感じられ、念入りに制作しているのを見ますと、かえって二者択一とすることに困

難を感じます。その中で、調査員が調査研究した資料にありましたように、教育出版社は「写真、図版

が豊富」だということ、また「表現や知識理解で焦点をしぼって学習できるようになっている」とのこ

とでしたが、私も同感です。教育芸術社は、「表現と鑑賞を関連させながら指導を一体化させるような

構成」や「幅広いジャンルの中から指導のねらいに最も適切な教材が扱われている」という特徴があり

ます。このようなことから、教育芸術社は、生徒にとって、それぞれのねらいがより明確で身に付きや

すいと思います。 
川島委員 
 その教材ですが、教育芸術社は教材をとてもうまく扱っているように感じます。それは作者の一言コ

メントにより、その曲に込められた思いを伝えていたり、日本で長年歌われてきて、これからも伝えて

いきたい歌が「心の歌」として詩情あふれる歌詞や想像をかきたてる写真と相まって情感を高めていた

りするところです。更に、動きの瞬間を捉えた写真や生徒に知ってもらいたいキーワードなど、生徒の

目線に立って情報を伝えている気がいたしました。感性というのは、こういう心を揺り動かすものの中

から生まれてくるものと思います。学習指導要領でいっている「音楽に対する感性を豊かにし、豊かな

情操を養う」点で教育芸術社は心に響くと思います。 
平岡委員 
 そうですね。私も教材に関して気がついたところを申し上げますと、表現の中でも創作の部分につい

てです。審議委員会でも指摘がありましたが、教育出版社は、リズム遊びや創作活動が、多く取り入れ

られています。確かにリズムを重ねたり、組み合わせたりといった内容をいろいろなグループで活動す

るようになっています。最近、人との関わりの希薄な点が取りざたされていますが、今の子どもたちに

取って、だれかと相談して一つのものを創る活動って大切な気がします。 
 一方教育芸術社はといいますと、３年間「作曲」と「即興」の２つの活動で１本線を通しています。

初めは簡単なリズム作りから入り、３年間学習していくうちに、詩に旋律をつけるところまでいくんで

す。このように的を絞って次第に技量を高め、やがてこんなこともできたと自覚できたら、生徒の自信

になり、もっとやってみたいと技を磨く子もでてくるんじゃないでしょうか。そういう生涯学習的な意

味から言えば、音楽好きな人間を育てることになるような気がします。 
開沼委員長 
 そうですね。私自身も中学校の授業から受けた影響は大きいです。音楽科という教科の持つ特性を考

えますと、音楽的感性や音楽を愛する心を育むという点があげられます。そのような点から、教育芸術

社の方が、音楽活動が比較的さかんな藤沢市の子どもたちに向いていると思います。学校現場で使う子
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どもたちにとっては、いかがですか。 
小野委員 
 教育芸術社は指導のねらいが明確です。それは「明るい声でのびのびと歌おう」「ハーモニーの変化

を感じ取りながら合唱しよう」とわかりやすい目標が掲げられ、その目標に迫るヒントが、簡潔なコメ

ントで載っています。 
 一方、教育出版社も活動のポイントとして２ないし３項目生徒への働きかけの言葉があるんです。更

に教育出版社は複数の演奏例が紹介されていて、生徒が選択できます。この点でも両社の工夫がみられ

る所です。 
 では、どちらが、生徒にとっては学習しやすいかと考えますと…、現在、音楽の時間数は週１時間で

す。少ない授業時数の中では、やはりポイントを絞って内容の精度を高め、しっかりと生徒に力をつけ

ることが大事だと思います。また、先の審議委員会でも話題に出ていましたが、３年間を見通して発達

段階に応じて習得すべき内容を整理し、次第に技量を高めているということですので、その点、教育芸

術社がよいと考えます。それと、藤沢市は市内１９中学が一同に会して開催される藤沢市立中学校音楽

会があり、今年で５６年の歴史があります。また、各校では合唱祭や合唱コンクールにも力を入れてい

ます。そう言った意味で、合唱曲が多く載っている教育芸術社は学校現場で使いやすい教科書と言える

と思います。 
開沼委員長 
 教育芸術社という声が多いようですが、改めまして確認いたします。音楽の一般は、教育芸術社と言

うことでご異議ありませんでしょうか。 
   (「異議なし」の声あり) 
開沼委員長 
 それでは、音楽一般は、教育芸術社を採択いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
【音楽 器楽合奏】 

 
開沼委員長      
 次に、音楽の器楽合奏について協議します。発行者は、２者です。ご意見をお願いします。 
平岡委員     
 両者が共通に扱っている楽器は、和楽器とリコーダーとギターです。両者とも、それぞれ趣向を凝ら

して初心者にもわかりやすく説明されています。ですから学習指導要領で述べている「楽器の基礎的な

奏法を身に付け、曲にふさわしい美しい音色を工夫して表現すること」や「３学年間を通じて１種類以

上の和楽器を用いること」が達成でき、また選択音楽でも適宜取り入れることができるという点でどち

らも優れた内容であると言えます。しかしながら、調査員の調査・研究によりますと、編集趣旨・内容・

分量・装丁ともに教育芸術社が優れているとのことです。また各学校での調査研究でも、教育芸術社の

方が評価が高かったという印象です。私も教育芸術社は、掲載されている楽器や曲に、生徒に伝えたい

思いが感じられ、よくできていると思いました。 
數野委員     
 やはり、初めて学習する生徒の立場に立ちますと、学ぶ順序や押さえるポイントにこだわって、学習

が進められることは大切なことだと思います。安心して基礎が身に付くのは教育芸術社のように思いま
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す。それは楽譜や学習展開もそうですが、写真についても言えます。現場の意見では、リコーダーの指

のはらの使い方ですとか、ギターのコードの押さえがわかる指写真、和太鼓の腕の動きなどもよくポイ

ントを押さえているということであります。的を絞って必要な情報を伝えている点で、教育芸術社がよ

いと思います。 
小野委員     
 私も総合的に見て、教育芸術社がよいと思います。教育芸術社は、楽器導入期の生徒に必要な適切な

情報、具体的で分かりやすい表記など、生徒の興味を引き出す工夫と、生徒が無理なく技術を習得でき

るような曲が配列がしてあります。また合奏曲もある程度ボリュームのある親しまれている曲が多く掲

載されているということです。ここが要だと思います。音楽活動は、まずおもしろい、やってみたいと

興味を持つことから始まると思うんです。楽器入門にあたっては、よく使う音から無理なく段階的に学

習を進めることができ、習熟に伴い、多彩な音楽活動が工夫できるという点で、教育芸術社は、音楽活

動の楽しさが味わえると思います。 
川島委員   
 本市の中学校では吹奏楽の部活動も大変さかんに行われていると聞いております。音楽活動を楽しん

でる生徒が多いということだと思います。そういう本市の実態から見ますと、私が審議委員会の報告で

注目することは、アルトリコーダについての記述です。アルトリコーダーを８割以上の学校が取り入れ

ている本市の実態からすると、アルトリコーダーのための編曲が豊富であり、その伴奏に低音楽器を使

用していて、厚みのある響きがだせるという点で、教育芸術社は活用しやすいということになります。

また、教育芸術社は音楽の専門的な立場のスタッフが多く著作に関わっていることも、様々な視点で教

材を検討していることにつながる要素ではないかと思いました。 
開沼委員長     
 両社ともに趣向を凝らした編集ということで、様々な観点から見てまいりましたが、藤沢市の子ども

たちの実態も含めまして、総合的に教育芸術社ということでご異議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
 それでは、音楽 器楽合奏は、教育芸術社を採択することといたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
【美 術】 

 
開沼委員長 
 次に、美術について協議します。発行者は３者です。ご意見をお願い致します。 
川島委員 
 私は美術が特別に得意と言うことではないのですが、たくさんの作品が掲載され、その説明も適切に

されている教科書を読むと、私もちょっと作ってみたくなりました。また、今度市民ギャラリーに足を

運んでみる気持ちになってきました。教科書に掲載されている作品やその説明は、子どもたちの創作意

欲を高めるという点では、とても重要な問題だと思いました。 
小野委員 
 私もそう思います。審議委員会でも話題になりましたが、掲載作品については、各者によって様々な

特徴があります。どのような作品がどのように取り扱われているのかということは、指導する教師の側

にとっても学習する生徒の側にとっても大きな問題です。 
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數野委員    
 掲載作品の豊富さと同様に作品の大きさという点では、可能な限り大きなサイズの作品を載せる方が

迫力があり、子どもたちが受ける印象も一段と強いと思います。その点で、Ｂ５サイズと小さい光村出

版は少し気になります。審議委員会で、保護者の委員さんから「あまり重いものは…」という話しが出

されていましたが、光村出版は、他の２者に比べると若干軽いようではあります。中学生でありますの

で、その点にはあまり考慮しなくても良いのではないかと思います。やはり掲載作品は大きい方がベタ

ーだと思います。その点、日本文教出版は、各教科書の表紙裏に２ページ見開きで大きな作品がドンと

掲載されていて、インパクトも強烈であり、とてもいい感じです。 
平岡委員   
 私は掲載作品の色彩について各者比較してみたのですが、３者の中では、日本文教出版が一番きれい

に、実際の色彩に近く表現されていると感じました。これも教科書を参考にして色彩を学び、活動をし

ていく生徒達にとっては、重要な点だと感じました。 
開沼委員長 
 私は、作品の説明の部分も楽しく読みました。どの教科書も鑑賞領域の充実に向けて作家の言葉やイ

ンタビューのページなどを設けて、工夫がなされていると思います。その中で、光村は解説が充実して

いて、読み物としてはとてもおもしろかったのですが、子どもたちにとっては、ややむずかしい部分も

あるのではないかという印象を持ちました。それに対して、日本文教出版は、簡潔な文章で特徴を捉え

て説明されていました。文字も３者の中で一番大きく、とても読みやすく感じました。 
平岡委員   
 少し視点を変えて、作品の取り上げ方ということをお話しさせていただければ、開隆堂は小学校の図

画工作科との連携を意識して、身近な材料や行事など、学校生活と結びついた活動を大切にしていると

感じられました。日本文教出版は、生徒の興味関心に寄り添った題材を集めていると感じました。また、

その中で本市の善行中学校の美術部が取り組んだ作品が「学校や地域への発信」という部分で取り上げ

られていることは、とても素晴らしいことだと思います。 
川島委員  
 私もその事実を聞いて、よく見ますと、活動している善行中学校の生徒達も写真に載っていて、本市

の生徒達にとってはとても励みになることだと思います。 
小野委員   
 美術科の目標には、「創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情と感性を育て、基礎的能力を伸

ばすとともに豊かな情操を養う」ことが重要視されています。基礎的な能力を身につけた上で、意欲を

持って創造的に取り組んでいける生徒を育てていくことが、大切なんですね。学習の主体は生徒達なの

ですから、教師にとって指導しやすいことはもちろんとして、生徒にとっては、主体的な創作活動を進

める上で、大きな支援になるような教科書がよいと思います。そう言った点で、生徒や作家の作品のバ

ランスだけでなく、領域面でも表現・鑑賞の扱いの面でも、広くバランスよく取り上げられている日本

文教出版の教科書がよくできていると思います。 
開沼委員長   
 皆さまからのご意見をまとめますと、日本文教出版の声が多いようですが、いかがでしょうか？   
ご異議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
 それでは、美術は、日本文教出版を採択することといたします。 
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÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
【保健体育】 

 
開沼委員長 
 次に保健体育に入ります。保健体育は、発行者は３者です。ご意見をお願い致します。 
川島委員 
 私は、最近の子どもたちの心と体の健康状態に非常に関心があります。食の問題、生活スタイル、社

会環境など不安なことがたくさんあります。特に心身共に急激に成長していく中学生時代は、子どもた

ちに心身の成長に対しての正しい情報や知識をわかりやすく教えていかないといけないと思います。そ

のような視点から見てみると、大日本図書、学習研究社は、説明や資料が充実していると感じます。 
平岡委員 
 学習研究社のコラムに掲載されている性の悩みに対するＱＡやストレス解消のイラスト、その他様々

な情報提供が非常に良いと思います。先日の、審議委員会でもお話されていましたが、「心配しなくて

大丈夫だよ」とか「元気出して」など教科書が子どもたちに語ってくるようで大変好感が持てます。 
數野委員 
 私も、学習研究社の「研究課題」いうコーナーが高く評価できると思います。また、子ども達がわか

っているようで理解していない例えば「脳死と臓器移植」とか「生活習慣の改善に挑戦」や「ダイエッ

ト」などを取り上げ、まさに今日的な話題を教材として扱うのもよいと思います。それもただ、知識や

情報を伝達するだけではなく、ディベート的に扱わせるヒントを投げかけたり、自分の課題として投げ

かけたりする点に工夫が凝らされていて非常によいと思います。 
小野委員 
 保健学習は、内容が多岐に渡っています。「心と体の学習」「環境」「けがの防止」「病気の予防」

広く大きく言ってしまえば、人の営みの全ての学習といっても過言ではありません。そのような教科の

特性を考えて教科書を見ますと、大日本図書と学習研究社は、各章のはじめに学習課題を明確に伝えて

いる点が高く評価できます。学習内容が広範囲な教科だけに、しっかりと課題をつかませることが大切

です。 
 大日本図書では、「今日の学習の課題」、学習研究社では、「課題をつかむ」とはっきり課題が、明

記されていて子どもたちにとって学習活動の目安になります。さらに、他の２者に無いものとして、学

習研究社では、各章末に書き込み式の「ふり返り」の欄があることが評価できます。 
開沼委員長 
 私も各学校の調査資料を拝見したり、審議委員会での審議委員のご意見を参考にしながら、各者、拝

見しました。３者見ますと、３者ともそれぞれ特徴がありとても豊富な内容で、甲乙つけがたいと思い

ます。学習指導要領を見ますと保健体育の授業は、年間90時間となっています。当然、実技の時間も含
まれているわけですから、教科書の内容が子どもたちにとって適切な分量であるということが大切だと

思います。そのような視点に立ちますと、学習研究社と大日本図書が、必要な情報を盛り込みつつ簡潔

な構成となっている点で使いやすいと思います。 
小野委員 
 時間数と分量の話題が出ましたけれど、保健体育科の年間標準授業時数は、９０時間です。ただ、保

健体育の教科書は、３年間使用します。学習指導要領では、３年間、つまり２７０時間のうち、４８時



 30

間程度を保健分野に配当となっていますので、使いこなせない内容や多すぎる分量でもどうかなと思い

ます。 
開沼委員長 
 先程、川島委員から最近の子どもたちについてお話がありましたが、今日的な藤沢の子どもたちを取

り巻く環境や健康課題という観点で話をすすめていきたいと思います。 
平岡委員 
 学習研究社は、環境問題、薬物乱用防止教育、性感染症などの諸問題に対して、具体的に、また、詳

細に触れていて内容も充実していると感じます。特に、感染症をめぐる近年の問題として、エイズやウ

ィルス性肝炎、ＳＡＲＳ、Ｏ－１５７食中毒などもわかりやすく丁寧に取り上げています。 
川島委員 
 子どもたちの体力の低下が言われていますが、自分の体力を知る上で、データを取ることは一つの方

法と考えます。データの取り扱いとして、新体力テストが有効な方法ですが、その扱いについて大日本

図書も学習研究社もきちんと説明していますが、扱うページ数、わかりやすさという点で、学習研究社

の方が評価できると思います。 
數野委員 
 事故や災害に対して子どもたちがどう考えているか、あるいは、学んでいるか気になります。ニュー

ス等を見ていて、交通事故や地震、台風など、災害地の様子が出るたびに、心が痛み、決して人ごとと

は思えません。学習研究社の資料には、災害発生時の備えとしての教訓があり、大変役に立ちそうです。

また、健康面に関しても、喫煙や飲酒、麻薬、覚醒剤、薬物使用に関しても直面している問題に対して

わかりやすい内容と考えます。 
開沼委員長 
 先程からお話に出ていますが、子どもたちを取り巻く生活環境は、近年急激に変化しています。交通

の便は良くなり、階段の代わりにエレベーターやエスカレーターがどこでも利用でき、生活の中で体を

動かす機会が減少しています。また、子どもたちの生活も大きく変わってきています。 
その代償として体力低下、不規則な生活、夜型の生活などが心配です。このような現状の問題点を考

えると、子どもたちにとって適した教科書は、学習研究社のものと考えます。常に課題意識を持たせ、

簡潔なわかりやすい文章構成と適所に適した資料を掲載している点を評価したいと思います。 
小野委員 
 各者ともに、楽しく取り組める活動が掲載されています。しかし、学習研究社は、写真や図版、資料

等がほどよく盛り込まれており、限られた時間で学習するには、学習研究社が適していると考えます。 
開沼委員長 
 ありがとうございました。他にご意見ございますか。 
ないようでしたら保健体育は、学習研究社を採択したいと思いますがご異議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
開沼委員長   
  それでは、保健体育は、学習研究社を採択することといたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
【技術・家庭 技術分野】 
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開沼委員長   
 次に、技術・家庭科の技術分野の協議に入ります。発行者は２者です。 
ご意見をお願い致します。  
數野委員    
 教科書を使う時に必要な箇所を探すことを想定して、目次に注目しますと、東京書籍は、目次の項目

がきめ細かく設定されています。また、開隆堂は大きな項目立てになっています。見たいぺージをすぐ

に開くことができるという点は、東京書籍の方が使いやすいように感じました。 
平岡委員    
 少ない授業時間で扱うことを考えますと、見やすさとか、メリハリとかはやはり大事になってきます。

開隆堂は、大事な語句が黒の太文字で書かれているのに対し、東京書籍は青い太文字で書かれており、

色が使われている分、より見やすく工夫されていると感じます。 
川島委員    
 見やすさやわかりやすさという点で言うと、情報分野のワープロや表計算を扱っているページを見比

べてみると、開隆堂は実際に実在するソフトウェアの画面を使っているので、機能の設定や「セル」と

か、「列」とかの説明がわかりやすいなと感じました。 
平岡委員    
 私は、ものづくりの分野の、特に作業の部分に注目して見てみました。開隆堂は、作業の説明に写真

をたくさん使っており、絵を多く使っている東京書籍よりも、実物を見せるという意味で、役に立つの

ではないかと思います。ただ、東京書籍の方は、作業で失敗しやすい例が写真でしっかり載せられてい

るんですね。実際に目で見ることで、言葉で説明するよりずっとわかりやすいと思いますので、あえて

失敗例を載せた編集方針は評価したいと思います。 
數野委員    
 内容の物づくりの面を見ますと、物づくりの設計から完成までの手順を理解するという点で、作業工

程が一目でわかるように工夫されている開隆堂が評価できますが、全体を通読して見ますと、例えば材

料の種類などに新しいものを積極的に取り入れているという点では、もちろん先進性という意味で東京

書籍の方が意欲的な気がします。 
川島委員    
 私は、情報の分野を特に注意して見てみました。これは、審議委員会の中でも触れられていましたが、

データを保存するメディアとして、東京書籍はＵＳＢメモリやスティック型メモリが紹介されているの

に対し、開隆堂は、フロッピーディスクやＭＯが紹介されています。フロッピーディスクが使えないパ

ソコンが増えている中で、学校でパソコンを学んだ生徒が、家でも操作するわけですから、新しい情報

が紹介されていることは、やはり大事な点かなと思いますし、その意味では東京書籍が優れているなと

感じました。    
開沼委員長    
 最近は、大人に限らず小・中学生もパソコンでのメールやチャット、インターネットなどを日常的に

使っていますし、同時に様々なトラブルが起きています。技術の情報の分野では、ただ単にパソコンの

使い方を教えるのではなく、あわせて、ルールやマナーを教えることが大切です。両者とも、その部分

にはしっかりとページをさいて説明していますが、東京書籍は、マナーに関する記述が色々なページに

ちりばめられていて、常に生徒の目に触れるようになっています。ルールやマナーというのは、１回勉

強すればそれでよいというものではないので、いつも意識するように構成されている東京書籍の編集の
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方がいいかなと思います。    
小野委員    
 学習指導要領の技術分野の目標の中に、「実践的・体験的な学習活動を通して･･･」という記述があり

ます。藤沢の子どもたちの実態は、というと、パソコンはともかく、道具を使って加工するような生活

が普通にあるという状況ではありません。その部分を補うという点で両者を見てみますと、「ものづく

り」の比重が高く、また、簡単な作品から技術を要する作品まで、あるいは様々な材料を使った作品な

ど、作品例が豊富で、生徒の能力や興味・関心にあわせて作品を選ぶことができる東京書籍の方が、本

市の生徒の実態に合っているのではないかと考えます。 
開沼委員長 
 両者ともによい点がありますが、協議の内容を踏まえ、本市の生徒の実態等考え合わせまして、技術・

家庭の技術分野は、東京書籍ということでご異議ありませんでしょうか。 
   (「異議なし」の声あり) 
それでは、技術分野は東京書籍を採択することに致します。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
【技術・家庭 家庭分野】 

 
開沼委員長   
 次に、技術・家庭の家庭分野について協議します。発行者は２者です。「生活の自立と衣食住」と「家

族と家庭生活」の２つの領域がありますので、初めに「生活の自立と衣食住」の分野について、ご意見

をお願い致します。 
數野委員    
 実生活に直結した食生活に関する部分ですが、両者とも、現代の食生活の問題点に触れ、これからの

学習に対する動機付けをしっかりしています。特に開隆堂は、食事の役割や朝食の大切さにスペースを

割き、ダイエットにも触れるなど中学生の実生活を意識した内容になっています。 
川島委員    
 私は、資料の部分ではありますが、食品成分表を見比べてみました。東京書籍の方がやや字が大きく、

色分けもされていて、非常に見やすく配慮されています。細かい数字が並んでいる表なので、見間違い

をしないような工夫は大事だと思います。また、学習のまとめも、項目ごとに自己評価できるようにな

っており、見やすさ・使いやすさという点では東京書籍の方がいいと感じました。 
開沼委員長   
 家庭科というのは、「学校で教わった」というだけで終わるのではなく、生徒に“学習したことを実

生活の中で生かそう”という気持ちを持たせることが大事だと考えています。開隆堂の方は、実在の人

物が写真入りで登場して中学生に向けてコメントしています。家庭科という教科を身近に感じさせる工

夫がありますね。また、被服の部分では、「玉結び」や「玉どめ」など、縫い物に欠かせない作業もし

っかり記載されています。基本を大事にする構成がされているという印象を受けました。 
小野委員   
 実生活に生かすという点では、これは、審議委員会の委員さんの発言にもありましたが、調理実習の

題材に「お弁当作り」や「おにぎり」が出てくる開隆堂は評価したいと思います。最近、「食育教育」

が注目されていますが、今の中学生の中には、家庭の事情とかでお弁当を持って来られない子もおり、
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学校の中でお弁当の販売をしている所もあります。でも、中学生になったらお弁当は自分で作っても良

いんだよ、という意味で、これらの題材が載せられているというのは、今の中学生事情をしっかり把握

した上での編集だなと感じました。両者の考え方はタイトルにも出ているなと思ったんですが、東京書

籍は「わたしたちの食生活」なのに対し、開隆堂は「食生活を自分の手で」になっていて、より積極的

に関わろうという意識で編集されています。学習指導要領の目標に「生活の自立･･･」とありますので、

その部分を色濃く出しているんだと思います。  
平岡委員    
 両者の違いがはっきり出ているなと感じたところがあります。東京書籍は食品のゴミをリサイクルし

て肥料にしている様子を取り上げていますが、開隆堂はゴミを出さないようにするために、余った食材

を無駄なく調理する例を載せています。どちらも環境問題との関連では重要なことですが、中学生が積

極的に関わることができるという点では、開隆堂の考え方の方が良いような気がします。 
開沼委員長   
 「生活の自立と衣食住」の領域では開隆堂のご意見が多いようですが、「家族と家庭生活」について

はいかがでしょうか。 
數野委員    
 視点を変えて、子どもの成長と親子関係についてみますと、子どもが中学生ぐらいになり思春期を迎

えるようになりますと、親子の関係にも変化が出てきてお互いに戸惑うことが多くなりますが、中学生

と家庭との関わりという点では、東京書籍はロールプレイングを交えながらさりげなく親の気持ちを理

解するように構成されていて、現在の私のような、元親といえますが、親のＯＢが見ましてもうなずけ

る企画に思います。 
開沼委員長    
 私は、地域との関わりや男女共同参画・ＮＰＯなど、これからの子どもたちに意識をもって考えても

らいたい内容については、開隆堂の方が多くのページを割いて丁寧に扱っています。また、東京書籍に

もありますが、開隆堂の方が、バリアフリーやボランティア活動など、より幅広く扱っておりました。 
川島委員   
 最近は、ペットボトルやジュースの缶、パソコンにまでいろいろなマークが貼ってありますよね。安

全や環境や品質を表すマークなんですけど、ゴミの分別をするにもマークの意味が分からないと困るわ

けです。開隆堂は、このマークが一覧で大きく扱われており、見やすいと思います。特に生活に密着し

ている部分だけに大事なことだと思います。 
小野委員   
 ところで、この数年、生徒の自宅に友達の電話番号を聞き出す不審な電話がよくかかるようになりま

した。また、携帯電話に関わるトラブルも全国的に増えています。悪質商法も人ごとではありません。

そういう社会情勢も踏まえて、さすがに両者とも中学生の消費者生活という点では非常に力を入れてお

りとてもよくできていますが、開隆堂の方は、今言った電話番号の聞き出しに対する注意もちゃんとあ

るんですね。藤沢でも多い事例なので、これが教科書に載っているといいですね。 
平岡委員    
 私は、部分的には東京書籍も捨てがたいのですが、全体を通して見てみると、開隆堂の方が今の中学

生の視点に立って考えられており、自らが積極的に参加する視点で編集されているように思います。学

習指導要領の目標にある「課題をもって生活をよりよくしようとする能力と態度を育てる」という点を

しっかり踏まえており、開隆堂の方がふさわしいのではないかと感じています。 
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開沼委員長   
 「家族と家庭生活」の領域も含めて、開隆堂の方が支持されているようですが、いかがでしょうか。 
藤沢の子どもたちに教えたい内容ということでも開隆堂を、という意見もありましたので、改めて確

認をしたいと思いますが、技術・家庭科の家庭分野は開隆堂ということで、ご異議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
それでは、家庭分野は開隆堂を採択することと致します。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
【英 語】 

 
開沼委員長   
 次に、英語について協議します。発行者は、６者です。ご意見をお願い致します。 
數野委員   
 先日ある新聞社の記事でありますが、英語は中学３年生では好きな教科のワーストワンだそうです。

楽しく魅力ある英語学習を行う必要があります。この点については、どの教科書も生徒に興味を持たせ

るように、いろいろな工夫が凝らされているように見えます。それにもかかわらず、なぜ嫌われるのか

悩むところであります。東京書籍の教科書ですが、絵や写真がとても多く、生徒の興味を引くような内

容がたくさん載せられています。また、三省堂は、多くの国や地域を扱っていて、英語を学ぶ目的がは

っきり打ち出されているように思えます。 
平岡委員   
 私は英語学習の入門期である１年生の最初の導入がどうなっているかに興味を持って見てみました。

するとアルファベットから入っている教科書と、挨拶から入っている教科書の二つに分かれました。や

はり、今はコミュニケーションが重視されているので、挨拶から入るのがいいのでは、と思います。三

省堂、東京書籍、教育出版が挨拶から入っていましたが、三省堂が一番わかりやすいように思いました。

あまり字が多いと難しいと感じてしまうので、楽しそう、とか、自分でもできそうというのがいいと思

います。 
川島委員  
 最近はコミュニケーションが重視されているというお話がありましたが、コミュニケーションで大切

なのは「聞く」「話す」だと思っていますので、私は各教科書の「聞く」「話す」ための活動がどうな

っているかを見てみました。 
 三省堂は３年間どのページにも「聞いてみよう」「話してみよう」という活動があります。毎時間少

しずつでも練習ができるのは、とてもよいと思います。学校図書は、レッスンの後に特設ページがあっ

て、そこでは「聞く」「話す」でたくさんの種類の活動があり、生徒が飽きずに取り組めると思います。 
開沼委員長  
 「聞く」「話す」という点で、東京書籍は、会話のページが見開きになっています。これによって、

お互いの台詞を見ないでも練習できるので、実際の会話の場面により近くなるような気がします。 
また、審議委員からは、学校図書が、I like のような文から入って、コミュニケーション活動しやす
いという指摘もありました。 
三省堂は「トーク」というコーナーがありますが、そこでは、外国人に道を教えたり、人を誘ったり

する場面の表現がとてもわかりやすく、覚えればそのまま使えそうです。 
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小野委員  
 昨年度実施された県の学習状況調査では、英文を「書く」ということが、あまりできていないという

結果が出ていました。コミュニケーションももちろん大切ですが、やはり「読む」「書く」ということ

もおろそかにすべきではないと思います。特に「書く」ことについは本文とは独立してページを設けて

いる教科書が多いようです。東京書籍ではホームページ、日記、メールなど生徒に身近な英文を書くよ

うになっていて生徒の興味を引くのにいいと思います。三省堂は全てのレッスンの後にThink about it.
というコーナーがあって、単に文法の練習でなく、自分の感想や意見を書くようになっていますが、こ

のような学習は英文を書く力を育てる上でとても大切だと思います。 
開沼委員長 
 私も「聞く」「話す」だけでなく、「読む」「書く」の４つの技能がバランスよく伸ばせることが大

切だと思います。どの教科書も、１年生は、ほとんどが会話文で、読み物は最後にある程度です。たと

えば開隆堂は、本文は会話文が中心で、本文の内容に関する読み物が、最後にまとめてついています。 
 これに対して、学校図書と三省堂は読み物が、本文と同じように扱われています。こちらの方が、授

業の中できちんと扱えそうでよいと思います。 
 これまでのところ、東京書籍、学校図書、三省堂についてのご意見が多かったようですが、 
他にはいかがでしょうか。 
數野委員 
 英語の基礎基本は、どの生徒も簡単な会話ができて、基礎的な単語や文の読み書きができることだと

思います。３者の中で学校図書と三省堂が編集の基本方針に、英語の基礎学力を育成することを謳って

いますが、三省堂は、単語が「基本語彙」「理解用語彙」「話題用語彙」の３段階に分けて示されてい

て、必ず覚えなければならない語がわかるなどの工夫がされており、どの生徒にもきちんと力がつく仕

組みになっています。学校図書では、「基礎基本の習熟により、英語の基礎学力を伸ばす」という基本

方針を掲げています。両者を比較しますと三省堂と思います。 
川島委員 
 三省堂は、原爆で亡くなった佐々木貞子さんの話や、ケビン・カーターの「ハゲワシと少女」、アフ

リカの飢餓の問題も扱っています。また、緒方貞子さんの言葉で本文がしめくくられているのも印象的

でした。このような問題を知ることは、将来世界の中で活躍する人となるために是非必要であると考え

ますので、三省堂がよいと思います。 
平岡委員  
 藤沢市内の小中学校には、外国籍や帰国の児童生徒も多いと伺っています。国際理解という観点から

も、様々な国の文化や生活を知ることは、大切だと思います。その点で、どんな国を取り上げているか

調べてみましたが、三省堂は欧米諸国だけでなく韓国、中国やモンゴルなどのアジアの国々、タンザニ

ア、スーダンなどのアフリカの国々を取り上げていて、バラエティに富んでいます。本文の中には、そ

の国の美しい写真があるので、「この国に行ってみたい」という夢を持ったり、英語を勉強するための

目的を持たせることができ、とてもよいと思います。 
小野委員  
 本市にはアメリカ、カナダ、中国、韓国に姉妹都市があり、国際都市を目指しています。国際社会に

生きる生徒たちにはコミュニケーション力を是非身につけてほしいと思っていますが、コミュニケーシ

ョン力とは単に英語が流ちょうに話せることではなく、その内容がより大切であると思います。三省堂、

学校図書ともに広く国際社会に目を向けさせるような題材が多いのですが、中でも三省堂は地球的な課
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題である環境、人権、福祉、平和の問題などを多く取り上げています。英語の授業をきっかけに国際的

な問題に目を向け、考える機会を与えることも、国際社会に生きる生徒たちにはとても大切なことだと

思いますので、そうした点でも、三省堂は、本市の生徒に適していると思います。 
開沼委員長  
 これまでのところ、三省堂のご意見が多いようですが、他にご意見がございますか。 
 それでは、英語の教科書は、三省堂でご異議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
開沼委員長  
 それでは、英語は、三省堂を採択いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 
 これで、平成18年度使用藤沢市立中学校用教科用図書の採択については、全16種目を終えました。 

 
÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

 
開沼委員長 
 次に、平成18年度使用 藤沢市立養護学校 及び 特別指導学級用 教科用図書の採択について 議題とい
たします。 
 養護学校におきましては、無償措置の対象となる小・中学部においては、小・中学校用教科用図書、

盲学校・聾学校・養護学校用 教科書目録に記載されている教科書、学校教育法第107条による一般の図
書が、給付の対象となります。また、無償措置の対象外の高等部においても、先ほど述べましたものの

内から、一人ひとりに合ったものを教科書として使用することになります。 
 また、これと同趣旨のことが特別指導学級にもあてはまります。これらの中から、子どもたち一人ひ

とりにあったものを教科書として採択することが必要となります。 
 従いまして、「答申書」にあります「平成18年度使用 藤沢市立養護学校 及び 特別指導学級用 教科
用図書についての審議結果」を基に、協議し、採択してまいりたいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
開沼委員長   
 それでは、協議に入ります。 
 はじめに、審議委員会では、価格の上限をどうするかが審議されていた経緯があります。この価格の

上限について協議したいと思います。何かご意見ありますか。 
平岡委員         
 審議委員会でも意見がありましたが、やはり、子どもの教育的ニーズということで考えれば、文字に

よる情報を得ることが苦手な子どもたちにとって、視覚的な情報が得やすい写真や絵の多い図書が理解

させやすいと思います。 
 また、実生活に結びついた内容や身近にある教材が示されている図書や、触れて音が出るものや、感

触を体験するものなど、子どもが興味・関心を持って学習できるという意味で、この一覧にある程度は、

よろしいかと思います。 
數野委員          
 文部科学省からの通知が第３回審議委員会の資料にあり、その中の（２）の⑤に価格についてのこと
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が書かれてありました。そこでいう「あまり高額なものに偏らないこと」ということに留意いたします

と、この一覧は妥当の範囲でよろしいと思います。 
開沼委員長   
 私も、価格の上限については、今回の一覧の程度は問題ないと考えていますが、他の委員の皆さまは

いかがでしょうか？ ご異議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
開沼委員長 
 それでは、価格についての協議を終えたいと思います。 
 次に、新たに教科書としてふさわしいとして、「審議結果」で「新」という記号が付されている27冊
の図書については、いかがでしょうか。何かご意見はありますか。 
川島委員 
 ２７冊についてそれぞれ実際に私も手にとって見ましたけれど、どれも問題ないと思いました。 
小野委員 
 私も２７冊全て、見て調査研究したわけですが、次年度実際に指導をする子どもの実態を想定して、

養護学校と特別指導学級設置校の方で、慎重に調査研究していることもあり、どの本も、五感を使った

理解や日常生活との関連性を重視する指導方法とマッチするものであると確信しました。 
開沼委員長 
 私も、同様に思いました。良い本ばかりだと思いました。他にご意見はありますか。 
 ご意見がないようですので、新規図書についての協議を終えたいと思います。 
それでは、全体を通して、何かご意見等ございませんか。 
 ご意見がないようですので、この間に協議されましたように、新規図書を含めまして、採択すること

にいたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
開沼委員長  
 それでは、「平成18年度使用 藤沢市立養護学校 及び 特別指導学級用 教科用図書」については、只
今の協議のとおり、「平成18年度使用 藤沢市立養護学校 及び 特別指導学級用 教科用図書についての
審議結果」にあります、すべての図書を教科書として採択いたします。 
 これで、前回の小学校用教科書を含め藤沢市立学校で使用する平成18年度使用 教科用図書について、
全ての採択が終了しました。 
 以上で本日予定いたしました協議する案件は、すべて終了いたしました。 
 それでは、次回の定例会の期日を決めたいと思いますが、 
８月19日 金曜日 午後２時から、場所は、東館２階 教育委員会 会議室において開催することにご異
議ありませんか。 
   (「異議なし」の声あり) 
開沼委員長 
 それでは、次回の定例会は、 
８月19日 金曜日 午後２時から、場所は、東館２階 教育委員会 会議室において開催いたします。 
 以上で、本日の日程は、すべて終了いたしました。ありがとうございました。 
どうもお疲れさまでございました。 

午後０時５５分閉会 



 38

 
 
 
 
この会議の結果を記載し、相違ないことを確認する。 
 
 
   藤沢市教育委員会委員長 
 
 
 
   藤沢市教育委員会委員 
 
 
 
   藤沢市教育委員会委員 

 


